
運動会・体育祭の代替行事（入船小・高洲中）

　どうしたら開催できるのか、何ができるのかを考え

て、運動会や体育祭の代わりとなる行事を行いました。

　時期や種目などいつもとは違う面もありましたが、

「走る」「跳ぶ」「引っ張る」「演じる」子どもたちの真

剣な表情と、満足げな笑みが輝いていました。

命を大切にし、健康で

たくましい子どもを育むために
ＩＣＴの効果的な活用

公民館・郷土博物館に

行ってみよう！

　10、11月にかけて、園、学校では、運動会・体育祭

の代替行事、学習・保育参観、校外学習や合唱コンクー

ルなどを工夫しながら実施しました。修学旅行は来春の

卒業前に計画している学校もあります。学校を訪問した

際「このコロナ禍で大変な時間を過ごしているが、当た

り前のように実施していた学校行事や学習の進め方、子

どもたちとの関係づくりやその視点などをじっくり見つ

め直す機会となった」という話を複数の校長先生から伺

いました。

　また、全てではありませんが、ようやく生涯学習・ス

ポーツ活動が再開され始め、講演会の講師の方から「こ

うした中、よくぞ開催しましたね」と、そして市民の

方々からは「待ち焦がれていました」と喜びの声もいた

だきました。

　今回の記事はこうした状況下においても、様々なアイ

デアで実践されている教育活動や青少年補導員はじめ地

域の方々に見守られながら、時代の流れに応じた道具

（機器）を扱い、学びの幅を広げている本市の子どもたち

を紹介しています。コロナに負けるな！子どもたち‼ 
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withコロナに向けた学校教育、生涯学習・スポーツ活動とは？

学び　育み　認め合い　『未来を創造する』人づくり
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